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令和６年１１月２１日 

 

東松山市議会議長 斎藤 雅男 様 

 

原州市派遣議員団団長 藤倉 憲 

 

原州市派遣議員団視察報告書 

 

１ 期  間  令和６年１０月２５日（金）～２７日（日） 

２ 場  所  大韓民国江原道原州市 

３ 派遣議員  団 長：藤倉 憲 

        副団長：井上 聖子 

        団 員：関口 武雄、中島 慎一郎、石川 和良、堀内 真理子 

        随 行：町田 憲昭（議会事務局長） 

 

【原州市の状況】 

・市政施行 1955 年 

・面積   867.3 平方キロメートル 

・人口   336,031 人 （2024 年 6 月現在）※江原道ホームページより 

・世帯数  138,380 世帯 

・中学校  19 校 

・小学校  46 校 

・幼稚園  54 園 

・ソウル市から高速バスで約 1 時間 40 分、韓国のほぼ中央に位置しソウル市から東へ約

100キロメートルのところにありソウル市のベッドタウン、工業都市として発展している。 

市の東に国立公園チアク山が連なり、スキーやゴルフ場など観光面でも年間を通じて多く

の人々が訪問している。 

市のスローガン 「Healthy Wonju」(健全な精神、健全な肉体、健全な社会の意味) 

【原州市議会】 

・定数 24 人（2022 年 6 月改選） 

・基本方針 疎通と和合 議員の専門性の向上 議会の競争力の強化 
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【視察目的】 

東松山市と原州市は、国際ウォーキング大会を通じて両市の友好親善交流を発展させ国

際交流を推進し、世界平和の実現・健康な長寿社会の実現・両市民の友情を深めウォーキ

ングの輪を広く世界に拡げることを目的に、２００７年１１月１日に友好都市協定を締結

した。 

この協定に基づき、両市議会もウォーキングを通じた交流を一層促進するために２００

９年１０月２３日に交流協定を締結し、両市で開催されるウォーキング大会に積極的に参

加し、互いの国際交流を推進することとした。 

当派遣議員団は、この交流協定に基づき議会で協議の後「第３０回原州国際ツーデーウ

ォーク」に参加し、ウォーキングを通じた国際交流の推進と原州市議会との交流を一層深

め、両市・両市議会の友好親善を図り広く世界平和の実現に努めることを目的として原州

市及び原州国際ツーデーウォークを視察するものである。 

 

【概  要】 

◆１０月２５日（金） 

１）チョ・ヨンギ原州市議会議長を表敬訪問 

交通渋滞のため予定していた到着時刻より遅れてしまったが、記念品の交換、両市の

近況について意見交換を行った。 

２）ウォン・ガンス原州市長を表敬訪問 

記念品の交換、両市の近況について意見交換を行った。 

３）平和・健康祈願打
だ

鐘 式
しょうしき

に参加 

平和・健康祈願打鐘式では、原州市長、原州市議会議長のほか、大会関係者等と共に

鐘を打ち平和を誓った。 

４）ウェルカムパーティー「国際親交の夕べ」に出席 

ウェルカムパーティーには日本をはじめ世界各地のウォーカーが出席しており、ア

トラクションや参加各国のウォーカーの紹介など、ツーデーウォークの参加を盛大に

歓迎する雰囲気が感じられた。また、原州国際ツーデーウォークに長年貢献があった団

体、個人の表彰なども行われ、日本からは長野県飯田市と SUN-IN 未来ウォークを開催

している NPO 法人未来の岸田理事長が名誉市民として表彰された。 

 

◆１０月２６日（土） 

１）原州国際ツーデーウォークに参加 

原州国際ツーデーウォークは、原州ダンシング公演場をスタート、ゴール地点として
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１日目は市の南西方向、２日目は北東方向にコースが設定されており、距離は３０キ

ロ、２０キロ、１０キロ、５キロとなっている。原州市では、ウォーキングを生活習慣

病の予防と健康で明るい社会生活の基本として捉え、市をあげて推進している。 

出発式では、原州市長や韓国ウォーキング協会会長の挨拶があり、当派遣議員団も原

州市議会議員、大会役員等とともに紹介された。その後、チョ・ヨンソク議会運営委員

長らと共に中央会場内を視察しコースを歩いた。 

大会規模は日本スリーデーマーチには及ばないものの、中央会場には様々なブース

の出展もあり、本市のスリーデーマーチと似た雰囲気であった。参加者は若い人や海外

からのウォーカーも多く、明るく健康的な雰囲気のウォーキング大会であった。 

 

２）原州市艮峴（カンヒョン）観光行政施設視察 

艮峴観光地の塩山グランドバレーは原州市が指定管理で運営している観光施設で、

塩山（ソグム）山を一周できる遊歩道が整備され、途中には長さ２００メートルと４０

４メートルの山岳歩道橋の中では韓国で最も長い吊り橋やスカイタワーなどがあり、

原州市の重要な観光資源となっている。 

整備にかかる事業費は約１８０億円とのことであるが、原州市は企業誘致により毎

年５０億円の税収があり、入場料なども含め財源は確保できるとのことであった。 

２０１８年１月に開園し、同年７月より料金を徴収しているが、原州市民は入場料が

半額となる優遇措置や場内の売店で使用できる割引券もあり、原州市民のための施策

となっている。 

視察した１０月２６日は多くの観光客で賑わっていたが、来年度に駐車場から塩山

つり橋までロープウェイが完成すると、さらに多くの観光客の訪問が期待できるとの

ことである。 

 

◆１０月２７日（日） 

・金浦国際空港から帰路についた。 

 

【総  評】 

昨年に引き続き、２００９年１０月に締結した両市議会の相互交流協定を基に議会で協

議の後、第３０回の原州国際ツーデーウォーク記念大会に参加し、両市議会の交流を推進

し友情を深め交流協定の目的である世界平和の実現に努めた。 

特に今回は市から吉澤勲教育長と教育総務課の橋本光能課長も参加しており、平和・健

康祈願打
だ

鐘 式
しょうしき

に市の派遣団と議会の派遣団が一緒に参加できたことは意義深いことだと



4 
 

思う。 

日本と大韓民国は身近な隣国であり、東松山市と原州市の友好親善関係は、両市､両市議

会だけでなく、文化・芸術・スポーツなど幅広い分野で交流が推進されることが大事であ

り、交流を通じて日本と異なった大韓民国の議会や文化等を直接感じ取ることで見聞を深

め、双方の理解を向上させることが重要である。 

また今回の訪韓に際しては、市執行部と議会がそろって記念大会に参加したことにより

友好関係をより深めることができたと思う。 

今後も本事業の目的を達成すべく、議会で協議し事業の最適化等を図りながら両市議会

の交流ひいては両市の友好関係が更に深まることを期待する。 
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原州市議会棟前                  原州市議会議場 
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平和・健康祈願打鐘式 
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原州国際ツーデーウォーク出発式 
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会場の様子 
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ツーデーウォーク 
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原州市艮峴（カンヒョン）観光地 
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第３０回 原州国際ツーデーウォーク 

1. 概要 

❍ 期間: ２０２４年１０月２６日（土）～２７日（日） 

❍ 開催地: 原州市中心部、メインイベントはダンシングスタジアム 

❍ ウォーキングコース: 

- １０月２６日（土）: 武一洞と興邑面へ向かう、5km、10km、20km、30km 

- １０月２７日（日）: 方谷館洞と行口洞へ向かう、5km、10km、20km、30km 

❍ 主催: 原州市、国民健康保険公団、韓国観光公社、韓国ウォーキング連盟 

❍ 後援: 文化体育観光部、江原道教育庁原州支部 

❍ 参加国: ２６か国 

❍ 参加者数: 約２０，０００人 

 

2. 各コースの出発時間 

- ３０km: 午前 ９時 

- ２０km: 午前１０時 

- １０km: 午前１１時 

-  ５km: 午後１２時 

 

3. イベントスケジュール 

日時 メインプログラム 会場 

10 月 25 日(金) 17:00～17:30 平和と健康を祈願する鐘の鳴らし式 チャイク鐘楼 

18:30～20:30 国際友好の夜 ヴィラデアモール 

10 月 26 日(土) 09:00 30km コーススタート メイン会場 

10:00 20km コーススタート 

11:00 10km コーススタート 

12:00 5km コーススタート 

14:00～16:00 閉会式パフォーマンス 

10 月 27 日(日) 08:00～09:00 朝鮮戦争における国連オランダ派遣

隊記念碑での献花 
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4. 東松山市議会訪問団のスケジュール 

日付 時間 プログラム 備考 

【1 日目】 

10.25(金) 

08:25 羽田空港出発  便名: JL91 

10:45 金浦空港到着 チョ・ヨンソク議会運営委員長、

市議会業務チーム イム・ジョンヒ

ョンチームリーダーとキム・チェヒ

ョク役員による出迎え 

12:00～13:00 昼食後、原州へ移動  

13:00～15:00 原州到着  

15:40～16:20 原州市議会議長表敬訪問 原州市議会 

16:30～16:50 原州市長表敬訪問  

17:00～17:30 平和と健康のための鐘撞

き式に出席 

チアク鐘楼 

18:30～19:30 国際親善の夜 ビジャルダモールに出席 

20:00～22:00 ソゴクでのレセプションデ

ィナー 

 

【2 日目】 

10.26(土) 

10:20～11:40 2Day Walk に参加 ダンシングスタジアム 

12:00 昼食  

13:00～15:00 艮峴観光地視察  

15:00 原州出発 ⇒ ソウル市内ホ

テルへ移動 

ソウル 

【3 日目】 

10.27(日) 

10:00 金浦空港到着  

12:05 金浦空港出発 便名 JL92 

14:10 羽田空港到着  

 

 

  



13 
 

大韓民国・原州市の概要 

１ 原州市の状況 

項 目 原州市 東松山市 

市政施行   １９５５年 １９５４年（Ｓ29 年） 

面  積 ８６７．３㎢  ６５．３５㎢ 

人  口 
３３６，０３１人 

（2024.6 月現在） 

９１，０２７人 

（2024.6 年現在） 

世 帯 数 １３８，３８０世帯 ４３，３３４世帯 

市 の 木 イチョウ 松 

市 の 花 バラ ぼたん 

市 の 鳥 キジ ― 

大  学 ５校 １校 

高  校 １４校 ３校 

中 学 校 １９校 ６校 

小 学 校 ４６校 １１校 

幼 稚 園 ５４園 ８園 

 

２ その他の情報 

⑴ ソウル市から高速バスで１時間４０分、地理的には韓国のほぼ中央に位置し、ソウ

ル市から東へ約１００㎞のところにあり、ソウル市のベッドタウン、工業都市として

発展している。 

市の東に国立公園チアク山が連なり、スキーやゴルフ場など観光面でも年間を通じて、

多くの人々が訪問している。 

⑵ 市の主な産業は、医療機器の製造で、市内に５地区の工業団地がある。 

⑶ 韓国紙の製造は地場産業にもなっている。 

⑷ 市内には、延世（ヨンセ）大学医学部があり医療機器を生産する企業が多くある。 

⑸ 市のスローガン「Healthy Wonju」 

（健全な精神、健康な肉体、健康な社会の意味） 

⑹ 日本の友好都市 岐阜県美濃市、埼玉県東松山市 
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３ 原州市議会 

（1）市議会議員 ２４人（２０２２．６月改選） 

（2）議会方針 

 ・ 疎通と和合 

・ 議員の専門性の向上 

・ 議会の競争力の強化 

（3）議員構成 

    ８選挙区から２１人、比例代表３人の合計２４人構成 

 (4) 議長・副議長 

   議長・副議長各１人を本会議において無記名投票で選出、任期は２年 

（5）常任委員会 

   執行機関の部署別業務所管により４委員会で構成 

   議会運営委員会・行政福祉委員会・産業経済委員会・文化都市委員会 

（6）議決権 

   条例の制定及び改訂・廃止、予算の審議・確定、決算の承認、重要財産の取得及び 

   処分承認、請願の受理、その他法令によりその権限に属する事項を議決する 

（7）行政監査権 

 ・ 市政の全般的な事項に対して実施する行政事務監査 

・ 本会議議決により市政業務の中で特定事案を調査する行政事務調査 

・ 団体長及び補助機関の出席答弁、書類提出、報告などの要求を通じて行政を監視 

（8）自立権 

   執行機関などからいかなる関与や干渉を受けず、自らを規律する権限で議会規則の制

定、議会の開閉及び会期の決定、秩序の維持、議員の懲戒及び資格審査、議長副議長

不信任、内部組織などの権限を遂行する 
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４ 原州市との友好都市交流事業の経緯 

平成１９年１０月２６日に、第３０回日本スリーデーマーチ記念大会の開催及びＩＭ

Ｌ国際マ－チングリーグ結成２０周年を祝して、韓国国際ウォーキング大会の開催地で

ある原州市において、ウォーキング記念シンポジウムが開催された。 

原州市の金起烈（キム・ギヨル）市長から日本スリーデーマーチの開催地である東松山

市の坂本市長に、ぜひ原州市を訪問し、ご挨拶をいただきたいとの招待を受け、坂本市長

が２５日、２６日の２日間の日程で原州市を表敬訪問した。原州市での日程は、１０月２

５日にキム市長を表敬訪問し、翌２６日は原州市内にある延世（ヨンセ）大学講堂で、第

３０回日本スリーデーマーチ及びＩＭＬ結成２０周年記念シンポジウムが開催され、そ

の席で坂本市長は第３０回日本スリーデーマーチへの参加のお願い、ＩＭＬ結成２０周

年記念のお祝いと歩くことの重要性について述べた。 

原州市は、現在の車社会において歩くことが、生活習慣病の予防だけでなく、健康で明

るい社会生活を営むための基本であると考え、市をあげてウォーキングを推奨している

ため、ＷＨＯの健康都市にもなっている。このような観点から、ウォーキングに対する考

え方が東松山市と同じであり、ウォーキングを通じた両市の国際交流を推進し、あわせ

て友好を発展させることは、世界平和に寄与するとの考えに基づき、平成１９年（２００

７年）１１月１日に原州市のキム市長が当市を訪問したのを機に、両市の友好親善交流

を推進するための協定を締結したものである。 

  この友好都市協定書に基づき、東松山市議会と原州市議会は平成２１年（２００９年）

１０月２３日に「両市で開催されるウォーキング大会に積極的に参加し、互いの国際交

流を推進し、両市議会の友情を深め、広く世界平和の実現に努める」ため、交流協定を

締結した。そして、平成２１年１１月２日、原州市議会議員（元敬黙議長ほか）が当市

を表敬訪問した際、東松山市ウォーキングセンター前庭に原州市の木である「イチョウ」

の記念植樹を行ったものである。  
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５ 原州市の韓国国際ウォーキング大会 

原州市で開催されている「韓国国際ウォーキング大会」は、毎年１０月下旬の土・日に

開催される「ツーデーウォーク」である。 

  ２０２４年は第３０回目の大会となる。昨年の参加者は２日間で９，８８５人となり、

韓国国内から９，５７３人、国外からは３１２人の参加があった。コースは日本スリー

デーマーチと同じように５、１０、２０、３０㎞の各コースがある。コースは田園地帯

や丘陵地帯を歩くコースで東松山市に大変よく似ており、季節も日本と同様で、紅葉の

美しい風景を楽しむことができる。 

 原州市はウォーキングを生活習慣病の予防と、健康で明るい社会生活の基本として捉

え、市をあげてウォーキングを推進している。当初、このウォーキング大会を開催するに

あたり、東松山市で開催している「日本スリーデーマーチ」を視察するため、市職員や市

議会議員を派遣したそうである。大会会場は、市内にアーチ型の４,０００人程を収容で

きる施設があり、総工費約８億円をかけて建設されたものである。 

 原州市は、近隣の国々との友好交流にも力を入れており、中国との姉妹都市交流やア

メリカ、バージニア州ロアノーク市、カナダのエドモントン市とも姉妹都市の提携を行

っている。また、岐阜県美濃市とは和紙と韓紙友好交流に関する協定を締結するなど海

外との友好親善にも努めている。 

  原州市で開催されている「韓国国際ウォーキング大会」は、東松山市のスリーデーマ

ーチが手本となっており、ウォーキングに対する考え方も当市と同様であることから、

このウォーキングを通じた友好交流を推進し、両市の友好親善と国際平和のために、友

好都市交流の協定締結に至ったものである。 
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